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浴室（Ｌタイプ） 洗面室（Ｉタイプ） 玄関・廊下（Ｌタイプ）

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
不
動
産
開
発
が
東
京
都
江
戸
川
区
に
開
発
し
た
新
築

分
譲
マ
ン
シ

ン
﹁
ジ

イ
グ
ラ
ン
船
堀
﹂
が
完
成
し
た

新
宿
に

も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く

将
来
性
も
見
込
め
る
都
営
新
宿
線
船
堀
駅

か
ら
徒
歩
圏
の
好
立
地
に

暮
ら
し
や
す
さ
を
追
求
し
た
住
戸

戸

を
配
備
し
た

設
計
と
施
工
を
担
当
し
た
東
鉄
工
業
の
研
修
セ
ン
タ


と
社
員
寮
が
あ

た
跡
地
で
の
建
設
工
事
は

近
隣
住
民
に
最
大

限
配
慮
し
た
計
画
を
立
て
安
全
第
一
で
進
め
た


　関西地区を中心に新築分譲マンションを
開発してきた当社が首都圏で最初に手掛け
たのが年開発の「浦和常盤ザ・レジデ
ンス」（さいたま市浦和区）でした。自社
ブランド「ジェイグラン」の首都圏第一弾
は年の「ジェイグラン元住吉」（川崎
市中原区）で、そこから数えて４棟目とな
る「ジェイグラン船堀」が今回、東京都江
戸川区に完成しました。
　最寄りの都営新宿線の船堀駅は急行停車
駅であり、新宿駅まで分で行くことがで
きます。江戸川区役所が駅前に移転する計
画もあり、今後の発展が期待される地域で
今回の開発に取り組みました。計画は、Ｊ
Ｒ東日本系列の東鉄工業様からお声がけい
ただき、スタートしました。
　６階建、総戸数戸の本物件は「人と環
境と未来にやさしい」マンションを目指し、
ZEH-M Oriented認定と低炭素建築物認定

を取得しました。入居者様には省エネル
ギー設備で月々の光熱費が削減できるメリ
ットがあります。
　南向きを中心とした配棟で、幅広いプラ
ンバリエーションとなっているのが特徴で
す。リビングダイニングに隣接した洋室の
扉を引き戸とすることで拡張性のある住戸
としていますので、ご家族の状況に合わせ
た間数の変更も可能となります。
　設備面で特にこだわったのが「家事時短
設備の採用」です。代表例として、キッチ
ンに自動センサー水栓を標準装備すること
で水栓足元周りの水汚れを防止し、家事効
率を上げています。また、洗面鏡下部ミラー
を廃止して、日常の清掃性にも配慮した
ホーローパネルを採用しています。
　暮らしやすさを考えた間取りとこだわり
の設備で、毎日を楽しく、明日もっと住みた
くなる住宅を体感いただければ幸いです。

エントランス回り

リビングダイニング（Ｂタイプ）

　
現
場
は
当
社
の
研
修
セ
ン
タ

と
社
員
寮
の
跡

地
を
事
業
化
し
た
も
の
で
し
た

長
年
お
世
話
に

な

た
場
所
で
工
事
を
行
う
こ
と
も
あ
り

地
域

住
民
の
方
々
に
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た

計
画
と
し
ま
し
た

山
留
工
事
や
杭
工
事
の
期
間

中
は
大
型
重
機
や
資
材
運
搬
に
使
う
ト
レ

ラ


な
ど
に
よ
る
振
動
を
抑
え
る
た
め

近
隣
住
宅
地

を
避
け
た
敷
地
西
側
道
路
か
ら
搬
出
入
を
行
い
ま

し
た

地
上
躯
体
・
外
装
工
事
中
は
外
部
足
場
シ


ト
の
管
理
を
徹
底
し

ほ
こ
り
な
ど
の
飛
散
防

止
に
も
努
め
ま
し
た


　
１
フ
ロ
ア

住
戸
と
な
る
建
物
の
躯
体
コ
ン
ク

リ

ト
工
事
で
は

周
辺
環
境
や
材
料
運
搬
の
時

間
的
制
約
も
あ
り

１
日
で
１
フ
ロ
ア
分
の
打
設

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

そ
の
た
め

躯
体
打
ち
継
ぎ
部
の
位
置
検
討
や
品
質
確
保
を
入

念
に
行
い
な
が
ら
施
工
し
ま
し
た


　
新
築
分
譲
マ
ン
シ

ン
と
し
て
の
付
加
価
値
を

高
め
る
住
宅
性
能
評
価
取
得
を
は
じ
め

Ｚ
Ｅ
Ｈ


Ｍ
　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ

低
炭
素
建
築
物
認

定
の
取
得
に
向
け
て

特
に
躯
体
の
品
質
確
保
と

断
熱
性
能
確
保
の
た
め
に
設
計
図
・
各
種
仕
様
書

を
も
と
に
検
査
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た

安
全

管
理
で
は
当
社
の
安
全
基
本
方
針
の
下
で
﹁
計
画

段
階
か
ら
作
業
実
施
場
面
ま
で

確
実
に
リ
ス
ク

を
把
握
し
て
安
全
対
策
を
実
施
す
る
仕
組
み
﹂
を

全
工
事
所
員
で
実
践
し
て
い
き
ま
し
た


　
事
業
主
様

設
計
・
監
理
者
の
手
厚
い
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら

協
力
会
社
と
一
致
団
結
し

て
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

当
社
の

関
わ
り
の
深
い
船
堀
で

地
域
に
と
け
込
む
街
並

み
を
形
成
す
る
建
物
の
建
設
を
終
え

無
事
竣
工

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
安
堵
︵
あ
ん
ど
︶
し
て
い

ま
す

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鉄
工
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社
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京
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築
支
店
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事
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船
堀
工
事
所
　
所
長
　
喜
多
村
昌

　建設地は落ち着きのある静かな住環境の中に位置します。その
落ち着きの中にふさわしいデザインを心掛けました。
　居住者が帰ってこられる南西側を「おもて」と位置づけ、北側、
東側とのメリハリをつけました。「おもて」側となる南西側はタ
イル仕上げと装飾系塗剤、吹付タイルをバランスよく配置し、外
観はナチュラルな雰囲気を与える明るいベージュ系タイルと木色
系で自然な上質感を持たせました。

　南向き住戸の多い住棟配置とエントランスからイメージを損な
うことなく玄関まで居住者を迎え入れる木目調の共用廊下も含め
て、船堀の新しいイメージを創る上質邸宅を目指しました。居住
者の動線を考えた生活しやすい空間とし、住まううちに、ここに
住まうことの心地よさを感じていただける集合住宅をイメージし
ました。

東鉄工業株式会社　建築設計エンジニアリング部　谷野岳人

■工　事　名　称：（仮称）江戸川区船堀計画新築工事
■建　物　名　称：ジェイグラン船堀
■工　事　場　所：東京都江戸川区船堀５―５―４
■建　築　主：ＪＲ西日本不動産開発株式会社
■設計・監理：東鉄工業株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：東鉄工業株式会社東京建築支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：ＲＣ造
■階　　　数：６階
■工　　　期：年６月１日～年１月日

（写真提供：東鉄工業株式会社）
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